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平面図形への活用（5）
中 3数学 三平方の定理

この学習プリントは、ちびむすドリル 検索 で無料ダウンロードできます。©

（1）ＡＥの長さを x ㎝としたとき ,ＥＭの長さを x を使って表しなさい。

（2）ＥＭの長さを求めなさい。

ＡＥ + ＥＭ = ＡＢ = 8（㎝）　だから ,

x +ＥＭ = 8

（１）よりＡＥ = x ㎝ のとき ,ＥＭ =

また , ＡＭ  =ＡＤ ÷ 2 =　　　　　　　（㎝）である。
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【１】 １辺が 8 ㎝の正方形ＡＢＣＤの紙を , 右の図のように

　　　頂点Ｂが辺ＡＤの中点Ｍと重なるように折り , 辺ＡＢ上の

　　　折り目を点Ｅとする。

　　　□をうめて , 次の問いに答えなさい。

【２】 縦が 4 ㎝ , 横が 6 ㎝の長方形ＡＢＣＤの紙を , 対角線ＡＣで折り ,

　　　右の図のように辺ＡＤと辺Ｂ’Ｃの交点をＥとする。

　　　このとき , ＣＥとＥＤの長さを求めなさい。
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ＥＭ = （㎝）である。

（㎝）,

ΔＡＥＭは∠Ａ = 90° の直角三角形なので , 三平方の定理より ,

ＥＭ2 = ＡＥ2 + ＡＭ 2　

これを x の式にすると , （8 − x）2 = x2 + 42

これを解いて x =　　　　　　　, よって ＥＭ =　　　　　　（㎝）である。


